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ロッテマリーンズ特集1
千葉マリンスタジアムを
ドキドキリポート 

　ベイタウンでもファン急増中のロッテの本拠地を直撃レ
ポート。７月17日（日）、午後１時のオリックス戦を前に、
ロッテの横山さんに普段見られないスタジアムの舞台裏を
案内していただいた。同行してくれたのは、増井左枝子さ
ん親子（アバンセ）と青木郁子さん（20番街）。お二人と
も熱烈なマリーンズファン。ファンサービスが多く、選手
との一体感を感じられるマリーンズが大好きという。既に
暑い午前８時30分、選手もそろそろ自宅から到着し、試
合に向けての準備を始める時間だ。「おはようございま～す」
と出会う人ごとに大きな声であいさつしながら、期待に胸
をふくらませ横山さんの後を追った。【佐藤】

■ネット裏の記者席
ピッチャーの投げた球種は一目瞭然、また両側
のベンチの様子も見ることができる。

■選手用食堂
試合中にも出入りして栄養補給。リンゴ酢、ア
セロラなどのドリンクが用意してあった。

メニューは個人個人
違う。たとえば、先
発に入らない選手は
次の登板に合わせて、
毎試合投げるピッ
チャーのためのト
レーニング、あるい
はけがをしている選
手のためのメニュー

■グランド
人工芝は毛足が長く、本物に近い感
触。下のゴムに小さな穴が空いてお
り水はけをよくしている。マウンド
とベースの土は、スパイクのかかり
がいい「荒木田土」にオレンジ色の
アンツーカーを混ぜ、太陽の反射を
防いでいる（白い土だと反射してま
ぶしい）。
現在、最前列席を移動してサッカー
などができる設計になっているが、
内野席前にフィールドシートという
かぶりつきの席を作る予定だとか。

■写真上はベンチの中
スターティングメンバーを
記すホワイトボード。黒ペ
ンは右打ち、赤は左打ち、
青はスイッチヒッターを書
き込む。ちなみにマリーン
ズ側はバレンタイン監督用
に英語仕様。ブルペンを映
し出すテレビと電話も必需
品だ。

■ビジターベンチからの眺め
照明が庇の上にあるのは、屋外
スタジアムではここだけ。照明
灯だと照明が目に入るなどのデ
メリットがあるが、これなら自
然に近い。

■広々とした屋内ブルペン

■リリーフカー
憧れのリリーフカーに乗ってご機嫌！

■トレーニングルーム

取材を終えて
「グランドに降りてみたら、選手からファンが見
えるのにびっくり。益々、頑張って応援しよう
と思いました。今度は横断幕を持って行きます」

（増井さん）
「ヒールの靴を履いていたので、人工芝を傷つけ
ないように裸足でグランドを歩きましたが、思っ
たより柔らかくて。こんな体験はもうできない
ですね」（青木さん）
　こうしたスタジアムガイドは、マリーンズファ
ンクラブのために行われているとか（きのうも
横山さんは150人を案内した）。スタッフの方か
ら、公式試合用のボールをプレゼントしてもらっ
たり、親切で楽しい横山さんの説明に、みんな
大感激の取材でした。

取材日は、前日がナイトゲームだっ
たため、スタッフは午前１～２時ま
で仕事をして、今朝はデイゲームに
備えて早朝からグランドの整備にあ
たっているという。横山さん（写真
右）もほとんど寝ずの出勤だそうだ。
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ベイタウンで盛り上がる応援のビッグウエーブ
　先日、「わくわくおはなし会」のメンバーが大挙してマリ
ンスタジアムに応援に行く場面に出くわした。お話し会＆応
援に出かけるとか（記事下段）。どうも、バックスタンドは
今やベイタウンの社交場と化しているらしい。
その実態を確かめるべく普段はサッカーサポの板東編集委員
がマリーンズの応援を体験した。

自分のペースで応援する、という「ゆるさ」が今のところの良さなの
かも知れない。
　今年の究極の目標である、ベイタウンでのバレンタイン監督の優
勝パレードを実現するために、ますます暑い夏を迎えるＢＭＣに、
あなたも参加してみては？【板東】

　優勝に驀進（？）する千葉ロッテマリーンズを、我が街のチーム
として応援するベイタウンマリーンズクラブ（略称：ＢＭＣ）およ
び東の街マリーンズクラブのメンバーに同行し、7 月 16 日のロッ
テ V.S. オリックス戦を観戦・応援した。
　ＢＭＣは、「ベイタウンでの優勝パレードの実現」を目標に掲げ、
地元球団を地元でサポートするために、幕張メディアアソシエイツ

（ＭａＭＡ）の鈴木さん（18 番街在住）、ビレッジバンガード店主武
田さん、ＣＰＷ在住の猿田さんを中心に今年 6 月に発足した。この
BMC との連携を図る街区としてＧＰＥの樺田さんが東の街マリーン
ズクラブを立ち上げた（年表参照）。
　当日集まったのは、文字通り老若男女約 20 名。と言っても、集
まる時間は試合が始まってから来る人、子供連れなので先に帰る人、
などバラバラ。座る場所も思い思いの場所だったので、正確に参加
者全員を数え切れた訳ではない。ＢＭＣという名前はあるが、まだ
名簿も整備されていないとのこと。集まれるときに、集まれる人が集い、

◆◆ベイタウンにおけるマリーンズ応援年表◆◆
2004 年 3月 17日　商店会によるマリーンズ応援企画として、選
手 2 名、キャラクターの参加を得て、サイン会やトークショーを
コミュニティコアにて実施。
2005 年 3月 26日　商店会によるバレンタイン監督出陣式をコア
横広場にて実施。バレンタイン監督の挨拶とインタビュー後、開幕
戦へ向かう監督を参加者で見送り。出陣式の模様は NHK ニュース
10 で全国放送放送された。
2005 年 5月 14日　商店会によるマリーンズキャラクターとチア
パフォーマーのショーをベイタウンまつりにて実施。
2005 年 6月 4日　ＢＭＣ発足。球団側もこれを歓迎し、地元向
け特典を用意する意向を表明。
2005 年 6 月 22 日　愛知博などで演奏予定で来日したバレンタ
イン監督の母校南カリフォルニア大学の有名な「Trojan Marching 
Band」の試合開始前のマリンスタジアム公演の招聘調整に、ＢＭ
Ｃ関係者でサポート（ベイタウン関係者への特別割引チケットを球
団より提供される）。
2005 年 7月 3日　アメリカ独立記念日にちなむ試合開始前のス
タジアムでのパレードにＢＭＣメンバーやダンススケッチ他ベイタ
ウン関係者が参加協力（この日もベイタウン関係者への特別割引チ
ケットを球団より提供される）。
2005 年 8月 3日 ~8月 31日 京葉銀行のウインドウに、マリーン
ズコーナーを設置し、マリーンズの主力選手のユニフォーム、サイ
ンボール、スパイクなど貴重なアイテムを展示予定。
2005 年 8 月 27 日 商店会のお祭りにて「マリーンズコーナー」
をつくり、BMC 入会手続きについて紹介する予定。情報提供：ベ
イタウンマリーンズクラブ

「今年はロッテマリーンズが大活躍！
 みんなでマリンスタジアムへ行こう！」
ということで、わくわくおはなし会もマリンスタジアムに行って、たく
さんのお友達と一緒に絵本やダンスなど楽しんできました。題して “お
はなしホームラン！”
　試合開始直前、２階中央入り口の横　キッズフィールドに、アフロエ
ンジェルスの二人が踊りながら登場。曲はみんながよく知っている “と
なりのトトロ　さんぽ” ！小さいお子さんもお母さんたちも一緒に歌っ
てくれました。
　最初のおはなしは “ぐるんぱのようちえん” 何をやってもう
まくいかないぞうのぐるんぱ…でも最後には自分の居場所を
見つけました。二つ目のおはなしは、だれでも知っている “お
むすびころりん” エプロンの上を舞台にみたてて、話が進みま
す。おじいさんたちの妙にリアルなせりふにおもわずふきだ
すお父さんも…。
そして最後は千葉ロッテマリーンズの応援歌 “Ｗｅ　Ｌｏｖｅ
　Ｍａｒｉｎ’ ｓ” をみんなで歌ったのでした。
　今回、ロッテマリーンズの方と小さいお子さんでも楽しめ

る球場に！ということで企画
しました。私たちの中にも、
マリンスタジアムに行ったの
は初めてという人もいまし
たが、楽しい雰囲気と選手の
すばらしいプレーにすっかり
ファンになって帰ってきまし
た。次回の “おはなしホーム
ラン” は、8月下旬を予定し
ています。みんなで、マリー
ンズを応援しよう！【わくわくおはなし会・岩岡】

★今回の企画は、当初マークンとリー
ンちゃんをおはなし会に呼びたいと
いうことで、千葉ロッテの企画広報
部に話を持っていったところ、来て
もらうことはできなかったが、「おは
なし会を開きませんか」という方向
に話が進んで実現したそうです。「お
はなし会」のある野球場なんて、マ
リンスタジアムだけでしょうね【編
集部】。

わくわくおはなし会
マリンスタジアムデビュー！



第31回 ファツィオリの会
時間：9:30～ 11:30
会場：ベイタウン・コア　音楽ホール
申し込み締切日：8 月 21 日（日）
連絡先 : 阿曽 TEL&FAX 211-0273

皆様に喜んでご利用頂いている「ファツィオリの会」。いつも沢山お申し
込みを頂き、ベイタウン音楽愛好会一同、とても嬉しく思っています。
どうぞお早めにご連絡下さい。非公開も受け付けています。

CORE CALENDAR  Aug.  8月のコア

8/28
（日）

♪第 9回ベイタウン音楽会「オ－タムコンサ－ト」出演者募集
10 月 16 日 ( 日 ) コア音楽ホ－ルにて、第 9回ベイタウン音楽会「オ－タ
ムコンサ－ト」を開催いたします。楽器演奏・声楽・合唱など、ソロ・ア
ンサンブルを問わず、住民の皆様に発表して頂けたらと思っています。お
申し込みをお待ち致しております。
  申し込み締め切り日 : 8 月 31 日 ( 水 )
  連絡先 :        須原  tel&fax   211-0350
                                            e-mail     suhara-u@jk9.so-net.ne.jp

海浜打瀬小学校5年生のシュプレヒコール劇「八郎」
　「むかしむかしのそのむかし・・秋田の国
の八郎は・・大きな大きな山男」。通奏低音
のように流れるリコーダーをバックに子ども
達の声が響く。ピンと張りつめた会場の緊張
感の中、「男わらし」役のソロがボーイソプ
ラノ特有の高く澄んだ美しい声を響かせると
会場の打瀬小学校アリーナ全体がその声に惹
きつけられた。歌っているのは海浜打瀬小学
校 5 年の三浦君。去る 6/29( 水 ) に開かれ
た第 52 回千葉市小学校音楽発表会でのこと
だ。
　幕張近隣の 9 小学校がそれぞれ 1 クラス
を出したこの発表会に海浜打瀬小学校は 5
年 4 組の「シュプレヒコール劇 八郎」で臨
んだ。「八郎」は秋田県八郎潟を題材にした
同県の民話を素に、千葉県在住の絵本作家、
斉藤隆介氏の描いた「八郎」を音楽劇にした
もの。シュプレヒコール劇とは「呼びかけ劇」
とも訳される演劇のスタイルで、玉川大学で
教育目的に脚本や音楽が付けられた。「八郎」
はその代表的なもの。「総合的学習」として
も使われている。
　海浜打瀬小学校では「八郎」を 5 年生全
員で音楽学習の時間に取り組んできた。週二
回の音楽の授業時間の他、朝の授業前の時間
や昼休みにも自主的に集まり、練習を続けて
きた。教師生活 3 年目で高学年の担任は初
めてという清田先生は「5 年生にもなると低
学年とちがいとてもやんちゃで、最初は歌を

歌わせるのも一苦労でした。集中する子が頑
張る一方で気乗りのしない子もいて、クラス
や学年の全員が一つになって劇に集中させる
のが大変でした」という。5 月下旬から練習
を始め、音楽担当の三橋先生の指導もあって。
6 月 22 日の学内での発表会にこぎつけた。
　実はこの時点ではまだ「千葉市小学校音楽
発表会」にどのクラスが出場するかは未定だ
った。?? 人の 5 年生全員が舞台に上がり迫
力ある演技を見せ
た「八郎」の評価
が高かったが、音
楽発表会への出場
は 1 学 校 1 ク ラ
スだ。結局学内で
審査し、5 年生全
員参加の「八郎」
を 1 ク ラ ス（36
人）の少人数版に
再構成し、5 年 4
組が発表会に臨ん
だ。
　冒頭に書いたよ
うに、本番での「八
郎」はすばらしい
ものだった。この
音楽発表会では順
位はつけなかった
が、参加 9 校中こ

の八郎劇の出来は際立っていた。「男わらし」
役の三浦君は 6/22 の校内発表会の時は緊張
から秋田弁のセリフを忘れ舞台で戸惑ってし
まったというが、この日はすばらしい集中力
で演じた。1 週間の間に随分練習したのだろ
う。「クラス全員がひとつになって、これだ
け集中できたのには驚きました。こんな経験
は初めてです」と語る清田先生。上演後、自
信に満ちた顔で舞台から降りる子ども達の姿
が印象的だった。
 【松村】

　パティオス 18番街「子ども会」が「七夕飾り」をつくり、エン
トランスに展示した。5本の孟宗竹を使った本格的なもので、大き
なものは大人一人がやっと持てるほどのもの。同番街在住のシニ
ア清水さんが知人に竹をいただき、ナタで加工してつくった。
　七夕飾りといえば、短冊のねがいごと。18番街の 5本の七夕飾
りにも子ども達の願いを書いた短冊が、びっしりと結ばれていた。
「えかきさんになれますように」、「野球の大会で勝てるように」と
将来の夢や目下夢中のスポーツの他、「小学校がはなれても、○○
ちゃんとあそべますように」という子どもながらに切実なメッセ
ージが書かれた短冊もあった。来年開校する打瀬第三小学校 ( 仮称
) で 18 番街は新小学校の学区となっており、現在通学する海浜打
瀬小学校の仲良しとわかれることを悲しんだかわいいメッセージ
と思われる。

6/29、「千葉市小学校音楽発表会」（打瀬小アリーナ）で「八郎」
を演じる海浜打瀬小 5年 4組の子ども達。9小学校が参加する
発表会のため、各小学校から少数の保護者のみが参観できた。

18番街　子ども会の「たなばた飾り」



ファミリーサポート制度
紹介 (投稿 )
　いつも素敵なタウンニュース紙の発行あり
がとうございます。私は 18 番街に在住して
います。この度、千葉市のファミリーサポー
ト制度を紙面で紹介していただきたく、初め
てメールいたしました。
　私はフルタイムで仕事を持つ母親です。娘
が小学校へ進学するため 2 次保育が必要と
なり、以前から打瀬保育園でも推奨されてい
たファミリーサポートの提供・依頼会員に登
録いたしました。先日その講習会に出席した
ところ、ベイタウン在住の提供会員は極わず
かで、逆に依頼会員はとても多くバランスに
偏りがあることを知りました。子育て世代の
多い我が街こそ必要としている制度のはずな
のに残念でなりません。
　そこでベイタウンニュースで取り上げてい
ただけたら、住民の皆様にファミリーサポー
トの存在と必要性を知っていただけるのでは
･･･と考えました。
　ファミリーサポートは千葉市の行っている
子育て短期支援利用事業で、ショートステイ、
トワイライトステイ、母子緊急一時保護など
の形態で子どもの一時的な保育を行っていま
す。残業や休日の仕事などで、お子さんの世
話が困難な方のために、夕方から夜間、休日
にお子さんを預かりあう制度です。
　街全体で子供を育て守る、子供を通して違
世代交流を育む、顔見知りの多い安全な街を
創る・・・我が街が理想とする未来像に一役
かってくれる制度だと思います。
ファミリーサポートの連絡先：

fsc@city.chiba.jp
http://www.city.chiba.jp/jidou/seido/
adukeru.html

プール開放が終了
　去る 7/16 ～ 7/24、海浜打瀬小学校プー
ルを借りて行われたプール開放が無事に終了
しました。予定の 15 回のうち、23 日 ( 土 )
の午前中を「低温のため中止」としただけで、
その他の 14 回は開放できました。入場者数
の合計は 1223 名でした。
 最初の 3 連休では、お父さんの参加者が多
く見られ、1 年生になったお子さんにお父さ
んが水泳を教える姿が印象的でした。
　プール開放事業は千葉市教育委員会から委
託を受けたボランティアで行っています。今
年は 23 人のボランティアが、暑い中、ある
いは 肌寒い中を交代で受付や清掃、安全確
認などを行い、無事終了しました。
　来年度は打瀬第三小学校 ( 仮称 ) の開校も
あり、更に沢山の方の利用が見込まれますが、
プール開放をサポートしてくださるボランテ
ィアの数は不足気味です。特に泳ぎが得意と
いう方でなくても結構です。来年度のプール
開放にご協力いただける方は下記までご連絡
ください。連絡先 : 鎌田 (tel:211-0459)

 お詫びと訂正
本紙 7 月号 ( 第 98 号 )「打瀬 3 丁目公園オ
ープン記念ソフトボール大会」記事中、「今
回の大会では明確な主催者を決めず･･･」と
いう表現がありましたが、主催者は「幕張ベ
イタウン自治会連合会」でした。ここに訂正
しお詫びを申し上げます。

打瀬小学校チーム
初出場、初優勝
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商店会主催「ベイタウン夏祭り」のお知らせ
● 開催日：8月 27日 ( 土 ) 雨天の場合翌日
● 時間 ( 模擬店 )：午後 4時～午後 8時
● 歩行者天国：午後 1時～午後 10時
● 主催：幕張ベイタウン商店会
　商店会恒例のイベント、「ベイタウン夏祭り」の季節です。今年はプロムナード沿いの 1
番街から 6番街、そして 11番街 ( 富士見通りの一部 ) までを交通規制します。そして最大約
40の模擬店を出店の予定です。さらにコア横の広場には特設ステージを設け様々なイベン
トを計画しております。
★ 模擬店：金魚すくい、わたあめ、スーパーボール、ヨーヨー、焼きそば、ラムネ、スー

パーボール、生ビール、ジュース コーラ、カレー、かき氷、たこ焼き等。
★イベント：マーチングバンド、特設ステージでのプロバンド演奏、住民参加による音楽演

奏 ( 中年バンドその他 ) 、育成委員会による盆踊り大会、踊りのグループによる輪踊り、
歩行者天国ではエアジャンピング、ロッテマリーンズのぬいぐるみ、ベイタウン写真ク
ラブによる写真コンテスト等。

★問合せ先：ベイタウン商店会夏祭り実行委員会
            実行委員長 和食「洋」 TEL&FAX 043-213-1535
                商店会長 ギャラリーキキ TEL&FAX043-350-3838

ラジオ体操
サポーター募集
　今年もベイタウンの夏の風物詩、ラジオ体操がは
じまっています。前半は 7/19 ～ 7/30 の期間、打
瀬小学校校庭で行われました。今年は新しい街区の
オープンが相次ぎ、毎日 300 ～ 500 人と昨年以上
の参加者でにぎわっています。毎日参加する打瀬小
学校照井校長先生によると、これだけの子どもたち
が毎日集まるラジオ体操は珍しいそうです。
　ラジオ体操は 8 月上・中旬をはさみ、後半を
8/22 ～ 8/31 に行います。後半は会場を「海浜打瀬
小学校」校庭に移して行いますが、早朝のメッセ大
通りの横断を安全に行うため「ラジオ体操サポータ
ー」を募集します。毎朝 6:00 頃からメッセ大通り
の横断歩道で、寝ぼけ眼でやってくる子ども達の安
全確保が主な仕事です。毎日でなく期間中の 2,3 日
で結構ですので、ご協力いただける方は下記までご
連絡ください。
連 絡 先 : 松 村 (TEL:211-6853/E-mail:mmatz@m2.
pbc.ne.jp)

　去る 7 月 24 日 ( 日 )、美浜地区社体主催
のドッジボール大会が真砂第二中学校体育館
で行われた。高洲、幕張西など近隣から 14
チームが参加した激戦のなか、ベイタウン
からは「打瀬 1」「海浜打瀬」の 2チーム 26
名 ( 父母 6人を含む ) が出場し、打瀬小学校
チーム「打瀬 1」が見事初出場、初優勝をな
しとげ、賞状、メダルと優勝賞品ボール 2
個を受け取った ( ベイタウン社体提供 )。



7/31( 日 )。キッズプロジェクト’ 05「地球のこどもたち」が幕張総合
高校文化ホールを借りて行われた。200 人を超える大人と子どもたち
が 10 ヶ月をかけてつくってきたプロジェクトが終わった。今号では
写真でその模様を伝える。

キッズプロジェクト’ 05を追う④

ステージ写真集




